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一
、
問
題
の
所
在

　

本
論
文
の
目
的
は
、
現
代
に
於
い
て
怪
異
が
ど
の
様
な
形
で
表
現
さ

れ
、
ま
た
人
々
に
提
供
さ
れ
て
居
る
の
か
、
ま
た
其
れ
が
現
代
社
会
と
ど

の
様
に
関
わ
っ
て
居
る
の
か
を
考
察
す
る
事
に
在
る
。

　

抑
々
論
者
は
、
現
代
と
云
う
時
代
に
於
い
て
、
日
本
人
の
宗
教
的
な
感

情
の
発
露
が
如
何
に
し
て
表
象
さ
れ
る
の
か
、
其
の
一
端
を
掴
み
た
い
と

考
え
て
居
る
。

　

現
在
で
は
其
の
中
で
も
、
怪
異
の
表
象
と
其
れ
に
纏
わ
る
人
々
の
在
り

方
を
、
怪
談
や
ホ
ラ
ー
と
云
っ
た
も
の
を
題
材
と
し
て
考
察
を
進
め
て
居

る
最
中
で
在
る
。
教
団
宗
教
や
原
始
的
な
自
然
へ
の
畏
れ
と
は
異
な
る
宗

教
性
、
詰
ま
り
、
世
俗
の
中
に
現
れ
、
ま
た
其
れ
が
変
化
し
て
来
た
様

子
・
変
化
し
て
行
く
様
子
を
見
る
事
か
ら
、
其
の
目
標
へ
向
か
い
た
い
と

考
え
て
居
る
。
現
状
に
於
い
て
、
所
謂
聖
の
側
面
で
在
る
祭
や
パ
ワ
ー
ス

ポ
ッ
ト
に
関
す
る
研
究
は
進
め
ら
れ
て
居
る
反
面
、
怪
異
の
表
象
と
云
う

よ
う
な
マ
イ
ナ
ス
の
側
面
に
関
す
る
研
究
に
は
、
未
だ
考
察
の
余
地
が
残

さ
れ
て
居
る
の
で
は
無
い
だ
ろ
う
か
。

　

以
上
の
事
を
踏
ま
え
、
論
者
の
基
本
的
な
「
現
代
」
の
括
り
は
、
本
来

で
在
れ
ば
一
九
七
〇
年
代
の
高
度
経
済
成
長
期
以
降
を
指
す
も
の
の
、
本

論
文
内
に
於
い
て
は
、
携
帯
電
話
に
表
出
し
た
怪
異
の
在
り
方
を
『
着
信

携
帯
電
話
に
於
け
る
怪
異
の
一
考
察

─
『
着
信
ア
リ
』
を
事
例
と
し
て
─

古
山
美
佳
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ア
リ
』
シ
リ
ー
ズ（

１
）

を
題
材
と
し
て
考
察
す
る
為
、
其
の
発
売
・
流
行
が

在
っ
た
二
〇
〇
〇
年
前
後
を
現
代
と
表
す
る
も
の
と
す
る
。

　

ま
た
、
題
材
選
出
の
理
由
に
つ
い
て
は
、
先
ず
論
者
自
身
が
、
現
代
を

象
徴
す
る
も
の
の
一
つ
は
携
帯
電
話
で
在
る
と
考
え
て
居
る
事
を
前
提
と

し
て
居
る
。
其
れ
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
二
〇
〇
〇
年
代
に
飛
躍
的
に
進

歩
し
、
同
時
に
現
代
の
個
人
と
の
関
わ
り
が
非
常
に
高
い
ツ
ー
ル
で
在
る

事
が
挙
げ
ら
れ
る
か
ら
で
在
る
。

　

其
の
中
で
、
携
帯
電
話
を
怪
異
の
表
出
場
所
と
し
て
描
く
『
着
信
ア

リ
』
は
題
材
と
し
て
、
適
し
て
居
る
と
考
え
る
。
更
に
、
メ
デ
ィ
ア
ミ
ッ

ク
ス
展
開（

２
）を

積
極
的
に
行
っ
て
居
る
事
か
ら
、
原
作
を
読
ん
で
居
な
く
と

も
、「
携
帯
電
話
に
怪
異
が
起
こ
る
」
と
云
う
情
報
は
、
広
く
共
有
さ
れ

て
居
る
の
で
は
無
い
か
と
予
想
し
た
為
で
在
る
。

　

今
回
の
題
材
に
関
し
て
は
髙
岡
弘
幸（

３
）が

現
代
の
幽
霊
の
出
没
場
所
と
し

て
挙
げ
た
「
橋
・
峠
・
ト
ン
ネ
ル
系
」、「
建
物
系
」、「
メ
デ
ィ
ア
系
」
の

分
類
に
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
、「
メ
デ
ィ
ア
系
」
に
相
当
す
る
も
の
と
云

え
る
だ
ろ
う
。
同
じ
く
髙
岡
が
「
非
・
場
所
性
の
怪
異（

４
）」

と
呼
ぶ
も
の
と

も
云
え
る
。
従
来
の
幽
霊
が
柳
の
木
の
下
や
、
恨
み
を
持
つ
人
物
の
周
辺

等
、
一
定
の
場
所
に
出
没
し
て
居
た
時
代
に
対
し
、
現
代
の
怪
異
や
怪

談
、
或
い
は
ホ
ラ
ー
系
の
創
作
物
に
表
出
さ
れ
る
よ
う
な
、「
非
・
場
所

性
の
怪
異
」
や
或
る
種
の
無
差
別
的
な
怪
異
は
、
現
代
に
現
れ
た
一
つ
の

変
化
な
の
で
は
無
い
だ
ろ
う
か
。

　

本
論
文
は
、
本
来
出
現
す
る
場
所
と
相
手
が
固
定
さ
れ
て
居
る
と
考
え

ら
れ
て
居
た
、
従
来
の
幽
霊
論
と
異
な
る
「
メ
デ
ィ
ア
系
」「
非
・
場
所

性
の
怪
異
」
の
一
つ
と
し
て
、
携
帯
電
話
の
怪
異
の
考
察
を
試
み
る
も
の

で
在
る
。二

、
携
帯
電
話
の
怪
異
：『
着
信
ア
リ
』
シ
リ
ー
ズ

　
『
着
信
ア
リ
』
は
、
角
川
書
店
の
メ
デ
ィ
ア
ミ
ッ
ク
ス
に
依
り
、
秋
元

康
著
の
原
作
で
在
る
ホ
ラ
ー
小
説
シ
リ
ー
ズ（

５
）か

ら
、
映
画
・
テ
レ
ビ
ド
ラ

マ
・
ハ
リ
ウ
ッ
ド
リ
メ
イ
ク
版
と
云
う
映
像
作
品
、
漫
画
と
云
っ
た
書
籍

の
み
な
ら
ず
、
お
化
け
屋
敷（

６
）や

パ
チ
ン
コ（

７
）に

も
幅
広
く
展
開
し
て
居
る
。

　

先
ず
、『
着
信
ア
リ
』
シ
リ
ー
ズ
の
概
要
を
左
記
に
纏
め
る
も
の
と
す

る
。

　
　

主
人
公
（
巻
毎
に
異
な
る
）
の
友
人
間
で
“
死
の
予
告
電
話
”
が

次
々
と
掛
か
っ
て
来
る
。
友
人
達
は
、
未
来
の
時
間
が
表
示
さ
れ
た

其
の
留
守
番
電
話
を
悪
戯
だ
と
判
断
し
、
気
に
も
留
め
な
か
っ
た
。

　

然
し
、
其
の
留
守
番
電
話
の
残
さ
れ
た
時
間
に
成
る
と
、
次
々
と

留
守
番
電
話
に
残
さ
れ
た
も
の
と
同
じ
台
詞
を
口
に
し
、
或
い
は
同
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じ
行
動
を
し
、
死
亡
し
て
行
っ
た
。

　

留
守
番
電
話
や
メ
ー
ル
の
写
真
を
通
し
て
行
わ
れ
た
“
死
の
予

告
”
は
、
日
本
以
前
に
台
湾
か
ら
流
入
し
、
更
に
韓
国
に
も
拡
が
っ

て
行
く
。
ま
た
、
其
の
媒
体
も
、
動
画
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
に

迄
拡
が
り
、
多
く
の
被
害
者
を
出
す
。

　

其
の
元
凶
は
、
虐
待
や
迫
害
、
苛
め
に
依
っ
て
傷
付
け
ら
れ
た
者

で
在
り
、
其
の
怨
念
と
も
云
え
る
思
い
が
互
い
に
共
鳴
し
合
い
、
被

害
者
を
生
ん
だ
と
さ
れ
る
。

　　

本
論
文
に
於
い
て
は
、
原
則
と
し
て
原
作
で
在
る
小
説
版
三
巻
を
引
用

し
て
行
く
も
の
と
す
る
。
是
は
、
映
画
版
や
漫
画
版
と
原
作
の
小
説
版
で

は
デ
テ
ィ
ー
ル
や
人
物
名
の
表
記
の
違
い
、
結
末
に
つ
い
て
の
差
異
が
在

る
為
で
在
り
、
ま
た
、
映
画
版
で
は
各
作
品
の
監
督
が
異
な
り
、
表
現
方

法
が
異
な
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
在
る
。

　

本
作
品
は
、
携
帯
電
話
に
未
来
の
日
時
で
死
が
予
告
さ
れ
、
ま
た
其
れ

に
主
人
公
達
が
ど
の
よ
う
に
抗
っ
て
行
く
の
か
と
云
う
事
を
物
語
の
主
軸

と
し
て
居
る
。
其
の
事
を
前
提
と
し
た
上
で
、
本
項
で
は
原
作
小
説
三
巻

中
に
表
出
す
る
携
帯
電
話
の
怪
異
に
つ
い
て
、
巻
毎
に
抽
出
す
る
。
併
せ

て
、
其
々
明
ら
か
に
成
っ
て
行
く
怪
異
、
或
い
は
死
へ
の
対
処
方
法
を
抜

出
し
、
最
後
に
時
間
軸
順
に
纏
め
る
事
を
目
的
と
す
る
。

　（
一
）〝
死
の
予
告
電
話
”

　

先
ず
、
各
巻
毎
に
携
帯
電
話
に
表
出
す
る
怪
異
を
書
き
出
す
と
共
に
、

携
帯
電
話
普
及
以
前
の
同
系
統
の
怪
異
に
つ
い
て
も
本
作
品
内
よ
り
抽
出

を
行
う
。

　

ま
た
、
本
項
以
降
、
白
枠
で
囲
っ
た
部
分
は
本
文
を
其
の
儘
抜
き
出
し

た
箇
所
と
し
て
、
●
の
項
目
は
、
作
中
に
於
け
る
「
現
代
」
か
ら
外
れ
た

事
例
、
携
帯
電
話
の
普
及
以
前
の
同
系
統
の
怪
異
に
つ
い
て
記
し
て
行
く

も
の
と
す
る
。

　
①
『
着
信
ア
リ
』　

二
〇
〇
三
年
発
売

・�

自
分
の
携
帯
電
話
か
ら
自
分
の
携
帯
電
話
へ
着
信
が
行
わ
れ
る
。　

五
・
六
頁　

初
出

・�

留
守
番
電
話
に
未
来
の
死
ぬ
瞬
間
の
音
声
が
残
さ
れ
る
。　

六
頁　

初

出

　

冒
頭
で
は
自
分
の
携
帯
電
話
に
自
分
の
携
帯
電
話
で
電
話
は
掛
け
ら
れ

る
の
か
と
云
う
疑
問
と
、
未
来
の
時
間
を
示
し
た
留
守
番
電
話
へ
の
違
和

感
が
提
示
さ
れ
る
。

・�
暗
く
、
不
気
味
な
メ
ロ
デ
ィ
（
未
登
録
の
も
の
）
が
着
信
メ
ロ
デ
ィ

（
以
降
着
メ
ロ
表
記
）
と
し
て
鳴
る
。　

三
一
頁　

初
出　
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元
凶
の
水
沼
の
携
帯
電
話
の
着
メ
ロ
と
予
想
さ
れ
る
。

・�

メ
ー
ル
で
は
死
の
瞬
間
の
写
真
が
送
ら
れ
て
来
る
。　

六
九
・
七
〇
頁　

初
出

事
例
）「
時
間
が
経
つ
ご
と
に
、
な
つ
み
の
顔
の
両
脇
か
ら
伸
び
た
誰

か
の
細
く
青
白
い
手
が
、
こ
の
世
の
も
の
と
は
思
え
な
い
力
で
彼
女
の

首
を
少
し
ず
つ
、
右
に
ね
じ
っ
て
い
る
」
写
真　

一
一
三
頁

・�

置
い
て
来
た
、
或
い
は
手
放
し
た
携
帯
電
話
が
持
ち
主
の
周
辺
に
現
れ

る
。　

七
三
頁　

初
出

・�

携
帯
電
話
は
、
火
事
の
高
熱
で
壊
れ
て
も
携
帯
電
話
会
社
で
契
約
を
解

約
し
回
収
さ
れ
て
も
、
死
亡
し
た
被
害
者
の
元
に
現
れ
、
発
信
を
行

い
、
其
の
携
帯
電
話
の
電
話
帳
か
ら
次
の
被
害
者
が
選
ば
れ
て
行
く
。

　
　

彼
女
の
携
帯
電
話
は
、
高
温
の
炎
の
中
で
、
す
で
に
使
用
不
可
能

と
な
っ
て
い
た
は
ず
だ
。

　

血
に
染
ま
っ
た
携
帯
電
話
が
、
ま
る
で
、
意
志
を
持
っ
て
い
る
か

の
よ
う
に
勝
手
に
発
信
し
て
い
る
光
景
は
、
そ
こ
に
い
る
者
た
ち
を

ぞ
っ
と
さ
せ
た
。�

一
〇
・
一
一
頁

　・
被
害
者
の
死
後
、
壊
れ
た
携
帯
電
話
か
ら
、
無
人
で
「

─
三
七
〇
四

─
×
×
×
×
」（
移
転
前
の
加
賀
美
病
院
の
緊
急
用
電
話
番
号
）
に
発

信
さ
れ
る
。　

八
七
・
八
八
頁

・�

水
沼
毬
恵
の
留
守
番
電
話　

九
四
頁　

初
出

　

半
年
間
バ
ッ
テ
リ
ー
が
切
れ
ず
、
携
帯
電
話
会
社
に
止
め
ら
れ
て
も
発

信
し
て
居
た
。　

二
二
二
・
二
二
三
頁

・�

留
守
番
電
話
が
勝
手
に
再
生
さ
れ
、
女
の
低
い
声
と
笑
い
が
流
れ
る
。　

一
六
二
～
一
七
一
頁

　
「
び
ょ
う
い
ん
に
ぃ
…
…
つ
れ
て
っ
て
あ
げ
る
ぅ
～
…
…
」一

七
一
頁

　
②
『
着
信
ア
リ 

2
』：
①
よ
り
半
年
後（

８
）　

二
〇
〇
四
年
発
売

・�

被
害
者
の
携
帯
電
話
は
、
必
ず
し
も
電
源
を
必
要
と
し
て
居
な
か
っ

た
。　

三
六
頁

　
（
●
一
時
期
、“
死
の
予
告
電
話
〟
の
着
メ
ロ
を
携
帯
電
話
に
入
れ
る
と

云
う
事
が
流
行
し
た
事
の
示
唆
。）　

五
三
頁

・�

娘
の
代
わ
り
に
携
帯
電
話
に
出
た
父
親
が
、
聴
こ
え
て
来
た
未
来
の
娘

の
死
ぬ
瞬
間
通
り
に
死
亡
（
＝
対
処
法
）　

五
四
頁

・�
元
凶
の
霊
と
の
遭
遇
時
、「
今
日
だ
け
、
今
だ
け
、“
圏
外
”」
に
成
っ

た
。　

九
五
頁

　
（
α
女
子
高
生
の
噂　

携
帯
電
話
に
無
言
電
話
が
掛
か
っ
て
来
る
。
そ



國學院雜誌　第 116 巻第 11 号（2015） ─ 174 ─

し
て
背
後
に
上
唇
と
下
唇
を
縫
わ
れ
た
七
歳
位
の
女
の
子
が
現
れ
、
生

き
た
儘
、
口
を
縫
わ
れ
る
。　

一
〇
〇
～
一
〇
三
頁
）

・�

廃
村
の
地
下
数
十
メ
ー
ト
ル
の
坑
道
内
で
着
信
す
る（

９
）。

既
に
死
ん
で
居

た
相
手（

（1
（

か
ら
の
電
話
。

・�

リ
リ
ィ
の
怨
念
が
、
携
帯
電
話
の
為
に
坑
道
閉
山
後
に
建
て
ら
れ
た
電

波
塔
を
通
し
て
拡
が
っ
た
？　

一
九
〇
頁

　
●
［
二
三
年
前
の
回
想
・“
取
っ
て
は
い
け
な
い
電
話
”］　

社
務
所
の
公
衆
電
話
が
着
信
、
其
の
電
話
に
出
た
少
女
（『
着
信
ア
リ　

2
』
の
主
人
公
の
妹
）
が
神
隠
し
に
遭
う 
六
一
頁

然
し
、
電
話
局
の
調
査
の
結
果
、
社
務
所
の
公
衆
電
話
に
は
、
通
話
記

録
が
無
か
っ
た　

五
九
～
六
一
頁

　　
【
台
湾
に
於
け
る
“
死
の
予
告
”】

　
“
死
の
予
告
電
話
”　

九
一
頁　

初
出

●
［
三
〇
年
前
］　

家
の
電
話
に
着
信
、
電
話
に
出
た
本
人
の
声
で
『
お

ま
え
は
、
い
つ
、
ど
こ
で
、
ど
ん
な
風
に
死
ぬ
』
か
を
教
え
る
。　

九
三

頁
　
“
呪
わ
れ
た
手
紙
”

●
［
八
〇
年
前
］
死
の
予
告
を
す
る
少
女
リ
リ
ィ
。　

一
四
二
頁

●
［
八
〇
年
前
］
リ
リ
ィ
の
死
後
、
受
け
取
っ
た
本
人
の
筆
跡
で
手
紙
が

届
き
、
其
の
内
容
通
り
に
死
亡
す
る
。　

一
四
五
～
一
四
八
頁

　
③
『
着
信
ア
リ Final

』：
①
よ
り
三
年
後
？　

二
〇
〇
六
年
発
売

・�

未
来
の
受
信
時
間
の
メ
ー
ル
に
、
死
ぬ
瞬
間
の
自
分
の
添
付
画
像
が
送

ら
れ
て
来
る
。　

二
三
頁

・�

携
帯
電
話
に
未
来
の
映
像
が
映
り
、
其
の
通
り
に
、
死
亡
。　

七
六
・

七
七
頁　

初
出

・�“
死
の
予
告
電
話
”
受
信
後
の
携
帯
電
話
は
、
電
源
が
切
れ
ず
、
バ
ッ

テ
リ
ー
を
外
し
て
も
電
源
は
落
ち
な
い
。　

九
四
頁

・�

死
を
免
れ
る
転
送
は
一
度
し
か
出
来
な
い
。（
再
転
送
は
不
可
能
）　

九

九
頁

・�“
死
の
予
告
電
話
”
の
該
当
時
間
に
他
者
が
其
の
携
帯
電
話
を
所
持
し

て
居
た
場
合
、
其
の
持
ち
主
の
死
の
瞬
間
の
様
子
が
動
画
と
し
て
再
生

さ
れ
る　

一
二
二
～
一
二
四
頁

　　

前
述
し
た
『
着
信
ア
リ
』
シ
リ
ー
ズ
に
表
出
す
る
携
帯
電
話
の
怪
異

は
、
基
本
的
に
三
巻
総
て
に
共
通
し
、
踏
襲
さ
れ
て
行
く
も
の
で
在
る
。

然
し
、
小
説
内
に
於
い
て
、
時
間
が
進
行
し
て
居
る
事
に
依
り
、
其
の
怪

異
に
対
す
る
反
応
は
様
々
で
在
る
。
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特
に
顕
著
な
の
は
、
未
だ
“
死
の
予
告
電
話
”
が
登
場
人
物
達
に
情
報

と
し
て
共
有
さ
れ
て
居
な
い
時
間
軸
と
、
人
々
の
噂
と
し
て
“
死
の
予
告

電
話
”
が
拡
ま
っ
た
後
で
在
る
。

　

冒
頭
部
分
で
は
“
死
の
予
告
電
話
”
へ
の
反
応
も
、「
大
学
の
サ
ー
ク

ル
の
誰
か
」、「
理
工
学
部
の
何
人
か
の
男
子
学
生
」
に
依
る
悪
戯（

（1
（

だ
と
判

断
し
た
り
、「
機
械
オ
タ
ク
が
細
工
し
た
新
手
の
イ
タ
電（

（1
（

」
と
予
想
し
た

り
と
、
死
亡
日
時
の
寸
前
迄
気
に
し
な
い
と
云
っ
た
状
態
で
在
っ
た
。
此

処
で
は
、
不
可
思
議
な
携
帯
電
話
の
現
象
を
、
科
学
的
な
原
因
と
し
か
見

て
居
ら
ず
、
怪
異
と
し
て
捉
え
る
事
は
無
か
っ
た
。

　

対
し
て
、“
死
の
予
告
電
話
”
を
受
け
た
女
子
大
生
が
テ
レ
ビ
出
演
す

る
頃
に
成
る
と
、
子
供
達
の
間
で
“
着
信
ご
っ
こ
”
と
云
う
苛
め
が
在
る

事
や
、“
死
の
予
告
電
話
”
が
若
年
層
を
中
心
に
恐
れ
ら
れ
て
居
る
事

が
、
描
写
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
基
本
的
に
『
着
信
ア
リ
』
に
て
描
写
さ
れ
る
、
自
分
か
ら
の
発

着
信
で
在
る
“
死
の
予
告
電
話
”
を
始
め
と
し
た
、
不
気
味
な
着
メ
ロ
等

の
怪
異
は
継
続
し
て
以
降
の
巻
で
も
踏
襲
さ
れ
て
行
く
も
の
で
在
る
。

　
『
着
信
ア
リ 

2
』
で
は
、『
着
信
ア
リ
』
の
結
末
の
理
由
が
語
ら
れ
る

と
共
に
、
怪
異
の
元
凶
が
何
だ
っ
た
の
か
、
誰
だ
っ
た
の
か
が
解
明
さ
れ

る
。
そ
れ
は
、
理
不
尽
な
暴
力
（
迫
害
や
虐
待
等
）
を
受
け
、
死
し
た
少

女
達
の
怨
念
の
よ
う
な
も
の
が
、
共
鳴
し
合
い
、
携
帯
電
話
を
通
じ
て
次

の
被
害
者
選
出
、
そ
し
て
“
死
の
予
告
”
の
実
現
に
現
れ
る
と
云
う
も
の

で
在
る
。

　

更
に
、“
死
の
予
告
”
の
系
譜
が
、
口
頭
→
手
紙
→
固
定
電
話
→
携
帯

電
話
と
、
通
信
手
段
の
発
達
に
併
せ
て
、
怪
異
も
其
の
表
出
手
段
を
増
加

さ
せ
、
移
動
し
て
居
る
事
が
表
現
さ
れ
て
居
る
事
。
此
の
事
か
ら
、
科
学

の
発
展
＝
怪
異
・
怪
談
の
消
失
で
は
無
い
事
が
見
て
取
れ
る
。

　

ま
た
、
其
の
怪
異
の
伝
達
に
は
バ
ッ
テ
リ
ー
等
の
電
源
や
、
正
規
の
携

帯
電
話
の
電
波
は
不
必
要
で
在
る
事
も
示
さ
れ
て
居
る
。
詳
細
は
後
述
に

廻
す
が
、
電
磁
波
と
霊
の
関
係
に
つ
い
て
再
考
察
を
試
み
る
。　

　
『
着
信
ア
リFinal

』
に
つ
い
て
は
、
留
守
番
電
話
や
メ
ー
ル
か
ら
、

動
画
に
迄
進
化
し
た
事
と
他
者
を
身
代
わ
り
に
す
る
事
で
助
か
る
と
云
う

条
件
が
提
示
さ
れ
た
他
は
、
基
本
的
に
『
着
信
ア
リ
』『
着
信
ア
リ　

2
』
を
踏
襲
し
て
居
た
。

　

全
三
巻
通
し
て
云
え
る
事
は
、
主
人
公
が
全
員
女
性
で
在
る
事
以
上

に
、
怪
異
の
原
因
と
成
っ
た
霊
は
少
女
だ
と
云
う
点
で
在
る
。
現
代
の
ホ

ラ
ー
・
怪
談
小
説
系
を
原
作
と
し
、
ヒ
ッ
ト
し
た
映
画
は
『
リ
ン
グ
』
シ

リ
ー
ズ
を
始
め
と
し
て
、
女
性
、
或
い
は
少
女
に
依
る
怨
念
を
其
の
原
因

と
し
て
居
る
も
の
が
多
い
。
其
の
恨
み
を
焼
き
付
け
た
も
の
が
、
呪
い
の

ビ
デ
オ
テ
ー
プ
で
在
り
、“
死
の
予
告
”
で
在
る
と
も
云
え
る
。

　

此
の
怪
談
や
ホ
ラ
ー
の
メ
イ
ン
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
、
女
性
が
多
い
と
云
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う
指
摘
は
、「
オ
ー
ル
ジ
ャ
ン
ル
Ｊ
ホ
ラ
ー
・
フ
ァ
イ
ル　

ベ
ス
ト
二
〇

〇（
（1
（

」
内
の
中
で
、
江
戸
時
代
以
降
、
日
本
に
於
け
る
ホ
ラ
ー
・
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
は
概
し
て
女
性
優
位
の
傾
向
が
強
い（

（1
（

、
と
し
て
居
る
。
実
際
の
処
、

江
戸
時
代
の
怪
談
に
も
男
性
の
幽
霊
は
登
場
す
る
の
で
、
詳
細
な
情
報
で

は
無
い
も
の
の
、
江
戸
三
大
怪
談
の
幽
霊
が
、
お
岩
・
お
菊
・
暈
の
女
性

三
人
で
在
る
事
や
、
二
〇
〇
〇
年
前
後
に
流
行
し
た
Ｊ
ホ
ラ
ー
の
幽
霊
や

怨
念
の
主
体
と
し
て
女
性
が
描
か
れ
、
其
れ
が
人
々
に
情
報
と
し
て
共
有

さ
れ
て
居
る
の
は
事
実
で
在
る
。
詰
ま
り
、
本
質
的
な
性
差
に
よ
る
幽
霊

や
怪
異
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
は
、
女
性
優
位
と
云
う
形
で
認
識
さ
れ
て
居

る
。
此
の
点
に
関
し
て
も
、
今
後
、
先
行
研
究
を
調
査
す
る
と
共
に
、
現

代
の
怪
異
・
怪
談
・
ホ
ラ
ー
を
再
考
察
す
る
事
を
課
題
と
す
る
。

　

本
論
文
で
は
、
性
差
と
幽
霊
に
関
す
る
問
題
は
主
題
で
無
い
為
、
一
般

的
に
は
女
性
が
多
い
と
さ
れ
て
居
る
と
云
う
指
摘
の
み
に
留
め
て
置
く
。

　（
二
）
怪
異
へ
の
対
処
法

①
『
着
信
ア
リ
』

・�

自
分
の
携
帯
番
号
を
着
信
拒
否
に
す
る
。　

五
一
頁

　

此
処
で
の
対
処
方
法
は
、
被
害
者
の
知
り
合
い
の
女
子
高
生
間
で
噂
さ

れ
て
居
た
も
の
で
在
り
、
作
中
に
は
其
の
効
果
で
“
死
の
予
告
電
話
”
を

免
れ
た
と
云
う
記
述
も
、
免
れ
な
か
っ
た
と
云
う
記
述
も
存
在
し
な
い
。

・�“
死
の
予
告
電
話
”
を
受
け
た
人
が
死
亡
す
る
前
に
、
被
害
者
の
携
帯

電
話
の
中
に
在
る
電
話
帳
の
ア
ド
レ
ス
を
消
去
す
る
。　

七
四
頁

　

被
害
者
の
死
後
、
次
の
被
害
者
を
携
帯
電
話
の
電
話
帳
か
ら
選
出
す
る

と
云
う
構
造
上
、
恐
ら
く
効
果
が
在
っ
た
と
さ
れ
る
。

　

「
い
い
よ
。

　

み
ん
な
も
消
し
た
い
ん
で
し
ょ
う
。
自
分
の
携
帯
番
号
？
」

　

な
つ
み
が
、
携
帯
を
突
き
つ
け
る
と
、
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
た
ち
は
我

先
に
、
メ
モ
リ
ー
か
ら
自
分
の
携
帯
番
号
を
削
除
し
始
め
た（

（1
（

。

　（
・�

梅
干
し
を
携
帯
の
ス
ト
ラ
ッ
プ
に
つ
け
る　

一
三
七
頁

　
“
死
の
予
告
電
話
”
を
取
り
上
げ
た
テ
レ
ビ
局
が
蒐
集
し
て
来
た
街
頭

の
女
子
高
生
達
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
か
ら
出
た
話
。）

　
②
『
着
信
ア
リ 

2
』

・�

着
信
時
に
、
携
帯
電
話
の
持
ち
主
以
外
が
電
話
に
出
る
。

　

→
電
話
に
出
た
者
が
、
入
れ
替
わ
り
に
死
の
予
告
電
話
通
り
に
死
亡　

五
四
・
五
五
頁
、
一
九
三
～
一
九
七
頁

　
（
α
女
子
高
生
の
噂　
『
タ
イ
ワ
ン
、
タ
イ
ワ
ン
、
カ
エ
リ
ナ
サ
イ
』
と

呪
文
を
唱
え
る
。　

一
〇
一
頁
）
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・“
死
の
予
告
電
話
”
の
元
凶
（
霊
）
の
同
じ
痛
み
に
共
鳴
し
、
誰
か
を

恨
み
、
死
へ
導
く
加
害
者
と
な
る
。

　
●
台
湾
の
“
呪
わ
れ
た
手
紙
”

・�

少
女
リ
リ
ィ
の
口
を
縫
い
付
け
、
炭
鉱
に
閉
じ
込
め
る
。　

一
四
四
頁

・�

手
紙
を
読
ま
な
い
為
に
、
箸
で
目
を
突
く

　
③
『
着
信
ア
リ Final

』

・�「
テ
ン
ソ
ウ
ス
レ
バ
シ
ナ
ナ
イ
」
と
云
う
電
話
・
メ
ー
ル
が
来
る　

三

七
頁　

初
出

　

然
し
、
観
光
局
の
メ
ー
ル
に
は
転
送
出
来
な
い
。　

七
四
頁

・�

転
送
さ
れ
た
者
は
再
転
送
出
来
ず
、
画
像
通
り
に
死
亡　

九
九
・
一
〇

〇
頁

・�

恋
人
に
掛
か
っ
て
来
た
“
死
の
予
告
電
話
”
に
出
れ
ば
身
代
わ
り
に
な

れ
る
と
い
う
噂
。　

一
八
六
頁

・�

メ
ー
ル
の
転
送
は
、
必
ず
し
も
自
分
で
行
わ
な
く
と
も
良
い　

二
一
五

頁

　　
『
着
信
ア
リ
』
シ
リ
ー
ズ
に
見
ら
れ
る
、
携
帯
電
話
の
怪
異
へ
の
対
処

法
は
、
先
ず
携
帯
電
話
を
用
い
る
と
云
う
事
と
、
其
の
呪
い
と
も
云
え
る

“
死
の
予
告
”
を
故
意
か
偶
然
か
の
違
い
は
在
る
も
の
の
、
他
者
に
押
し

付
け
る
、
詰
ま
り
誰
か
を
犠
牲
に
す
る
と
云
う
方
法
の
み
で
成
り
立
っ
て

居
る
。

　

作
中
に
は
、
其
れ
以
外
の
方
法
も
女
子
高
生
間
の
噂
と
云
う
形
で
登
場

す
る
も
の
の
、
実
際
の
効
果
に
つ
い
て
は
一
切
記
述
さ
れ
て
居
な
い
。

　

此
の
対
処
方
法
は
、
登
場
人
物
同
士
の
人
間
関
係
に
亀
裂
を
入
れ
る
も

の
と
し
て
描
か
れ
て
居
る
。
此
処
で
は
二
点
注
目
し
て
見
る
。
先
ず
、

『
着
信
ア
リ
』
の
女
子
大
生
な
つ
み
の
事
例
で
在
る
。

　

問
題
の
箇
所
は
前
述
し
て
居
る
が
、
怪
異
や
死
へ
の
恐
怖
か
ら
、
友
人

や
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
は
自
分
が
助
か
る
為
だ
け
に
、
彼
女
の
携
帯
電
話
の
電

話
帳
か
ら
自
分
の
ア
ド
レ
ス
を
消
去
す
る
と
云
う
シ
ー
ン
で
在
る
。
共
に

解
決
を
目
指
す
の
で
は
無
く
、
自
分
の
安
全
の
確
保
と
ア
ド
レ
ス
消
去
の

後
、
直
ぐ
に
立
ち
去
っ
て
行
っ
た
友
人
の
描
写
を
入
れ
る
事
で
、
人
間
関

係
の
繋
が
り
の
脆
さ
を
演
出
し
て
居
る
と
も
云
え
る
。

　

更
に
、『
着
信
ア
リ Final

』
で
は
、「
テ
ン
ソ
ス
ス
レ
バ
シ
ナ
ナ
イ
」

＝
「
転
送
す
れ
ば
死
な
な
い
」
と
云
う
、
明
確
に
誰
か
に
其
の
“
死
の
予

告
”
を
押
し
付
け
る
事
が
可
能
で
在
る
と
云
う
情
報
が
冒
頭
か
ら
提
示
さ

れ
る
。
同
作
中
で
は
主
人
公
の
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
達
が
、
本
気
に
せ
ず
犠
牲

者
と
成
っ
た
り
、
迷
っ
た
末
の
転
送
で
在
っ
た
り
、
ク
ラ
ス
内
の
苛
め
被

害
者
か
ら
加
害
者
へ
の
復
讐
と
し
て
利
用
さ
れ
た
り
し
た
。
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然
し
、
其
れ
と
は
真
逆
の
ベ
ク
ト
ル
で
、『
着
信
ア
リ　

2
』・『
着
信

ア
リ Final

』
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
の
シ
ー
ン
で
は
、“
死
の
予
告
”
を

受
け
た
女
性
達
の
恋
人
が
、
自
己
犠
牲
を
前
提
と
し
て
其
の
携
帯
電
話
の

通
話
に
出
た
り
、
メ
ー
ル
の
転
送
を
行
っ
た
り
し
て
居
る
。

　

本
来
、
人
と
人
と
を
「
繋
ぐ
」
携
帯
電
話
に
表
出
し
た
怪
異
が
、
其
の

繋
が
り
を
断
絶
さ
せ
る
よ
う
な
対
処
方
法
を
提
示
す
る
点
が
、
物
語
の
肝

と
も
云
え
る
処
だ
ろ
う
。
総
合
的
な
考
察
は
最
後
に
廻
す
も
の
と
す
る
。

　（
三
）“
死
の
予
告
”
の
進
化
と
対
処
法
の
解
明

　
『
着
信
ア
リ
』
シ
リ
ー
ズ
全
体
を
通
し
て
み
て
も
、“
死
の
予
告
”
は
、

通
信
機
器
の
発
達
と
共
に
進
化
を
遂
げ
て
居
る
と
云
え
る
。
作
中
の
「
現

代
」
が
何
年
を
指
し
て
居
る
の
か
定
か
で
は
無
い
も
の
の
、
此
処
で
は
各

原
作
の
発
売
年
前
後
で
在
る
二
〇
〇
〇
年
代
を
「
現
代
」
と
仮
定
し
、

（
一
）“
死
の
予
告
電
話
”
と
（
二
）
怪
異
へ
の
対
処
法
を
、
一
端
、
時
系

列
順
に
並
び
替
え
整
理
し
て
見
る
。

①
［
八
〇
年
前
］　

推
定
一
九
二
〇
年
頃

　
『
着
信
ア
リ 

2
』
に
於
い
て
は
、
先
ず
“
死
の
予
告
”
は
、
予
告
者
の

口
頭
に
於
い
て
行
わ
れ
、
其
の
口
が
封
じ
ら
れ
た
後
に
は
、
被
害
者
筆
跡

の
手
紙
に
依
る
“
死
の
予
告
”
が
行
わ
れ
た
と
さ
れ
る
。
此
の
時
点
で
、

既
に
後
半
に
関
し
て
怪
異
と
云
え
る
と
考
え
ら
れ
る
。
手
紙
の
筆
跡
は
、

手
紙
を
送
ら
れ
た
本
人
の
も
の
で
在
っ
た
と
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
当
時
の
死
の
回
避
方
法
は
、
予
告
者
の
口
を
縫
い
、
閉
じ
込
め

て
殺
害
や
、
自
身
の
目
を
突
き
、
手
紙
を
読
ま
な
い
よ
う
に
す
る
等
、
酷

く
原
始
的
な
方
向
に
偏
っ
て
居
る
と
云
え
る
。
是
は
、
作
中
に
於
け
る
当

時
の
人
々
が
、
死
へ
の
恐
怖
か
ら
か
一
種
の
集
団
ヒ
ス
テ
リ
ー
と
化
し
、

暴
挙
に
走
っ
た
様
が
描
か
れ
て
居
る
。

②
［
三
〇
年
前
］［
二
三
年
前
］　

推
定
一
九
七
〇
～
一
九
八
〇
年
頃

　

①
と
同
じ
く
『
着
信
ア
リ 

2
』
内
に
て
描
か
れ
る
。
此
処
で
は
、
自

宅
や
公
衆
電
話
等
、
固
定
電
話
に
被
害
者
の
声
に
依
る
予
告
が
行
わ
れ

る
。
作
中
で
は
、
未
だ
、
留
守
番
電
話
が
無
か
っ
た
時
代
と
表
さ
れ
、
特

別
に
対
処
方
法
は
示
さ
れ
て
居
な
い
。

　
③
［
現
代
］　

二
〇
〇
〇
年
代
前
半

　
『
着
信
ア
リ
』
シ
リ
ー
ズ
全
体
の
主
軸
と
成
る
舞
台
と
し
て
描
か
れ
て

居
る
。

　

携
帯
電
話
に
“
死
の
予
告
”
の
留
守
番
電
話
、
メ
ー
ル
添
付
写
真
、
動

画
が
送
ら
れ
て
来
る
。

　

其
の
対
処
方
法
は
、
故
意
・
偶
然
問
わ
ず
、
誰
か
が
其
の
電
話
に
出
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る
・
誰
か
に
メ
ー
ル
を
転
送
す
る
事
と
記
述
さ
れ
て
居
る
。
其
の
結
果
と

し
て
は
、
最
低
限
着
信
を
受
け
た
本
人
だ
け
は
助
か
る
と
云
う
も
の
で
在

り
、
人
間
不
信
の
様
子
が
描
か
れ
、
犠
牲
者
の
決
定
を
行
う
一
端
を
担
っ

た
事
に
耐
え
ら
れ
ず
、
精
神
に
異
常
を
き
た
し
た
様
子
が
描
写
さ
れ
る（

（1
（

。

　
　

行
雄
が
、
突
然
、
大
声
で
校
歌
を
歌
い
始
め
た
。

　
「
行
雄
？
」

　

速
人
と
孝
治
が
振
り
返
る
と
、
行
雄
が
直
立
不
動
の
姿
勢
で
焦
点

の
合
わ
な
い
目
を
し
て
い
た
。

　

表
情
の
な
い
顔
に
鼻
水
が
垂
れ
て
い
る
。

　　

前
述
し
た
の
は
、
メ
ー
ル
の
転
送
を
恐
れ
、
ま
た
一
方
で
は
信
じ
て
居

な
か
っ
た
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
達
が
「
万
が
一
の
た
め（

（1
（

」、
閉
じ
込
め
た
被
害

者
候
補
が
死
に
行
く
様
を
、
動
画
と
云
う
形
で
見
せ
ら
れ
、
其
の
死
体
を

発
見
し
た
際
の
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
の
反
応
の
一
つ
で
在
る
。

　

他
の
シ
ー
ン
に
於
い
て
も
、
自
分
が
生
き
る
為
に
「
友
人
」
を
犠
牲
に

す
る
選
択
と
其
れ
を
非
難
す
る
描
写
が
さ
れ
る
。

　

此
処
迄
、『
着
信
ア
リ
』
シ
リ
ー
ズ
に
散
見
さ
れ
る
携
帯
電
話
の
怪
異

を
見
て
来
た
。
次
項
で
は
、
携
帯
電
話
と
云
う
媒
体
と
、
怪
異
や
霊
と

云
っ
た
存
在
と
関
連
性
を
纏
め
て
行
く
。

三
、
現
代
に
於
け
る
怪
異
の
表
象
と
携
帯
電
話

　

携
帯
電
話
の
普
及
は
岡
田
朋
之
・
松
田
美
佐
等
に
依
り
『
ケ
ー
タ
イ
社

会
論（

（1
（

』
に
纏
め
ら
れ
て
居
る
。
同
書
の
文
末
に
は
、
移
動
体
メ
デ
ィ
ア
関

連
年
表
が
記
載
さ
れ
て
居
り
、
本
項
で
は
其
れ
を
参
考
と
し
て
考
察
を
進

め
る
。

　

同
表
に
依
れ
ば
、
携
帯
電
話
の
通
信
定
額
制
が
始
ま
っ
た
の
は
、『
着

信
ア
リ
』
シ
リ
ー
ズ
の
開
始
さ
れ
た
二
〇
〇
三
年
で
在
り
、
翌
年
に
は
一

部
の
携
帯
電
話
会
社
で
パ
ケ
ッ
ト
通
信
料
無
料
の
サ
ー
ビ
ス
が
始
ま
り
、

ま
た
、『
着
信
ア
リ
』
の
映
画
公
開
・『
着
信
ア
リ 

2
』
が
発
売
さ
れ
て

居
る
。

　

更
に
付
け
加
え
る
の
な
ら
ば
、
丁
度
同
時
期
で
在
る
二
〇
〇
〇
年
代
に

は
、
様
々
な
怪
談
や
都
市
伝
説
、
怖
い
話
等
の
本
が
発
売
さ
れ
、
其
の
書

籍
の
多
く
に
携
帯
電
話
に
纏
わ
る
怪
談
も
内
包
さ
れ
て
居
た
。

　（
一
）
怪
異
へ
の
恐
怖

　
『
着
信
ア
リ
』
シ
リ
ー
ズ
に
於
い
て
は
、
所
謂
現
代
の
科
学
で
は
携
帯

電
話
に
起
こ
り
得
な
い
現
象
を
怪
異
と
云
う
原
動
力
の
元
、
表
現
し
て
居

る
。
其
れ
は
例
え
ば
、
自
分
の
携
帯
電
話
か
ら
自
分
の
携
帯
電
話
へ
の
着

信
と
未
来
の
時
間
か
ら
の
着
信
に
関
す
る
事
で
在
る
。
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此
の
事
象
一
つ
取
っ
て
み
て
も
、『
着
信
ア
リ
』
で
は
、
科
学
技
術
に

基
づ
い
た
人
間
に
依
る
悪
戯
だ
と
考
え
る
事
に
始
ま
り
、
徐
々
に
其
の
発

着
信
が
、
異
様
な
も
の
で
、
現
代
の
科
学
に
適
応
し
な
い
と
判
明
す
る
。

ま
た
、
電
源
が
無
く
と
も
、
壊
れ
て
居
て
も
稼
働
す
る
と
云
う
条
件
か

ら
、
本
来
の
電
波
以
外
の
何
者
か
の
関
与
が
示
唆
さ
れ
る
。

　

一
方
で
、
死
へ
の
恐
怖
其
の
も
の
が
作
中
に
於
け
る
恐
怖
と
し
て
描
か

れ
て
居
る
。“
死
の
予
告
”
で
は
、
携
帯
電
話
に
、
自
分
の
死
ぬ
瞬
間
の

周
囲
の
音
や
自
分
の
声
、
其
の
様
子
を
写
し
た
写
真
が
事
前
に
送
ら
れ
て

来
る
。
ま
た
、
着
信
時
間
が
其
の
儘
、
死
亡
予
定
時
刻
と
し
て
提
示
さ
れ

る
為
、
迫
り
来
る
命
の
刻
限
と
、
日
常
生
活
で
は
余
り
目
に
す
る
事
も
耳

に
す
る
事
も
少
な
く
成
っ
た
「
死
」
へ
の
恐
怖
の
双
方
が
、
併
せ
て
携
帯

電
話
の
怪
異
へ
と
向
け
ら
れ
て
居
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　（
二
）
霊
・
怪
異
へ
の
認
識

　

今
回
題
材
に
し
た
『
着
信
ア
リ
』
シ
リ
ー
ズ
内
で
、
怪
異
や
霊
に
関
す

る
言
及
を
し
て
居
る
の
を
抽
出
し
た
も
の
が
、
左
記
で
在
る
。

　

女
子
大
生（

（1
（

　

身
近
な
人
間
が
死
ぬ
と
、
魂
が
浮
遊
し
て
い
る
よ
う
で
、
恐
怖
に

対
し
て
過
敏
に
な
る
。

園
児（

（2
（

　
「
雨
が
降
る
と
、
死
ん
だ
人
が
、
お
空
の
川
か
ら
帰
っ
て
来
る
ん

だ
っ
て
…
…
」

　

自
称
霊
能
者（

（2
（

　
「
霊
っ
ち
ゅ
う
の
は
、
電
磁
波
に
と
っ
て
も
似
と
る
ん
よ
。

　

空
中
に
浮
か
ぶ
想
念
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
ね
、

　

そ
れ
を
携
帯
電
話
が
キ
ャ
ッ
チ
し
た
、
と
私
は
見
と
る
の
よ
」

　

物
理
学
の
大
学
教
授（

（2
（

　
「
も
し
、
こ
の
世
に
霊
が
存
在
す
る
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
、
電
磁

波
の
よ
う
な
も
の
だ
ろ
う
」

　

刑
事（

（2
（

　
（
前
略
）“
死
の
予
告
電
話
”
を
受
け
た
被
害
者
た
ち
の
携
帯
は
、

必
ず
し
も
、
電
源
を
必
要
と
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
点
だ
。

　

電
源
を
切
っ
て
い
て
も
、
バ
ッ
テ
リ
ー
を
外
し
て
い
て
も
、
携
帯

を
使
え
た
の
は
、
あ
る
特
別
な
電
磁
波
を
キ
ャ
ッ
チ
し
た
か
ら
で
は

な
い
か
？

　

ま
る
で
、
携
帯
が
、
霊
の
電
磁
波
を
受
け
、
あ
っ
ち
の
世
界
と
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こ
っ
ち
の
世
界
を
結
ぶ
唯
一
の
ツ
ー
ル
で
あ
る
か
の
よ
う
に
…
…
。

　

保
育
士（

（2
（

　

考
え
て
み
た
ら
、
電
話
は
、
見
え
て
い
る
も
の
と
見
え
な
い
も
の

を
繋
ぐ
ツ
ー
ル
だ
。

　

こ
っ
ち
の
世
界
と
あ
っ
ち
の
世
界
が
、
電
話
で
繋
が
っ
て
い
て
も

お
か
し
く
な
い
よ
う
な
気
が
し
て
来
た
。

　　

以
上
の
抜
き
出
し
た
箇
所
か
ら
は
、
本
書
に
於
け
る
、
怪
異
や
霊
に
関

す
る
事
、
ま
た
、
携
帯
電
話
と
の
関
連
性
を
見
て
取
る
事
が
出
来
る
。

　

最
初
の
二
点
に
つ
い
て
は
、
登
場
人
物
が
、
霊
は
何
処
に
居
る
の
か
と

云
う
事
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
居
る
事
を
示
し
て
居
る
。
此
処
で
は
、
諸

宗
教
に
在
る
よ
う
な
天
国
や
地
獄
に
居
る
と
考
え
る
よ
り
は
、
漠
然
と
し

て
は
居
る
も
の
の
、
自
分
達
の
周
辺
に
存
在
し
て
居
る
、
或
い
は
逢
い
に

来
る
と
考
え
て
居
る
と
云
え
る
だ
ろ
う
。

　
『
着
信
ア
リ
』
発
売
の
同
年
は
、
新
井
満（

（2
（

に
依
っ
て
「
千
の
風
に
な
っ

て
」
が
発
表
さ
れ
、
大
流
行
し
た
年
で
も
在
る
。「
千
の
風
に
な
っ
て
」

の
歌
詞
の
中
で
も
、
墓
の
前
で
泣
か
な
い
で
欲
し
い
事
や
其
処
に
は
居
ら

ず
、「
私
」
こ
と
死
者
の
魂
や
心
の
よ
う
な
も
の
は
、
千
の
風
に
な
っ
て

空
に
吹
き
渡
っ
て
居
る
と
云
う
よ
う
に
表
現
し
て
居
る
。

　

本
書
に
於
け
る
霊
の
所
在
の
考
え
方
は
、
同
年
に
流
行
し
た
「
千
の
風

に
な
っ
て
」
の
内
容
と
も
併
せ
て
、
当
時
二
〇
〇
〇
年
代
初
頭
の
霊
魂
観

の
一
端
が
表
現
さ
れ
て
居
る
の
で
は
無
い
だ
ろ
う
か
。
詰
ま
り
、
教
団
宗

教
か
ら
距
離
を
取
っ
た
現
代
日
本
人
に
於
い
て
、
死
後
の
世
界
は
天
国
や

地
獄
と
云
っ
た
遠
方
に
在
る
国
と
云
う
よ
り
は
、
自
分
達
に
隣
接
す
る
世

界
だ
と
す
る
考
え
方
が
表
出
し
て
来
た
と
云
う
可
能
性
が
示
唆
出
来
る
。

　

ま
た
、『
着
信
ア
リ 

2
』
に
於
い
て
は
、
死
に
行
く
恋
人
か
ら
の
「
ま

た
、
め
ぐ
り
会
え
る
」
と
云
う
台
詞
か
ら
、
漠
然
と
し
て
い
て
体
系
化
も

さ
れ
て
居
な
い
も
の
の
、
魂
や
霊
、
生
ま
れ
変
わ
り
を
前
提
と
し
た
云
い

廻
し
が
さ
れ
る
。

　

是
は
、
作
中
全
体
を
通
し
て
、
非
科
学
的
な
怪
異
や
霊
を
否
定
し
た
が

る
一
方
で
、
人
々
の
中
で
漠
然
と
共
有
さ
れ
て
居
る
霊
魂
観
の
一
端
と
し

て
考
え
る
事
が
出
来
る
の
で
は
無
い
だ
ろ
う
か
。

　

霊
に
対
す
る
考
え
方
は
、『
着
信
ア
リ
』
シ
リ
ー
ズ
に
於
い
て
は
、
登

場
人
物
の
思
考
を
通
し
て
読
者
に
提
示
さ
れ
て
居
る
。
其
れ
は
、
立
場
は

異
な
る
も
の
の
、
霊
と
は
電
磁
波
の
よ
う
な
も
の
で
在
る
と
仮
定
し
、
電

波
を
受
信
す
る
携
帯
電
話
な
ら
ば
、
其
れ
を
キ
ャ
ッ
チ
す
る
可
能
性
も
在

る
と
考
え
て
居
る
事
で
在
る
。

　

具
体
的
な
内
容
に
関
し
て
は
、
前
述
し
た
本
文
を
参
照
し
て
戴
き
た

い
。
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此
処
迄
提
示
し
た
よ
う
な
、
霊
と
電
磁
波
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
明
治

時
代
の
千
里
眼
実
験
や
其
れ
に
伴
う
念
写
実
験
の
影
響
を
受
け
て
居
る
と

考
察
さ
れ
る
。
是
等
の
モ
テ
ィ
ー
フ
は
、『
着
信
ア
リ
』
シ
リ
ー
ズ
が
発

売
さ
れ
る
以
前
に
、
日
本
のJ

ホ
ラ
ー
を
代
表
す
る
作
品
の
一
つ
と
し
て

現
れ
た
、『
リ
ン
グ
』
シ
リ
ー
ズ（

（2
（

に
て
、
其
の
存
在
が
読
者
を
中
心
と
し

て
知
れ
渡
っ
た
と
さ
れ
る
。

　

念
写
実
験
に
つ
い
て
は
、
当
時
の
様
子
を
和
達
清
夫（

（2
（

が
振
り
返
る
形

で
、
左
記
の
よ
う
に
論
述
し
て
居
る
。

　
　

四
国
の
丸
亀
に
判
事
の
夫
人
で
長
尾
い
く
子
と
い
う
人
が
、
透
視

だ
け
で
な
く
念
写
と
い
う
こ
と
を
始
め
た
。
精
神
統
一
に
よ
っ
て
写

真
の
乾
板
に
思
う
文
字
を
感
じ
さ
せ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

　　

当
時
行
わ
れ
た
実
験
の
具
体
的
な
内
容
等
は
、
本
論
文
か
ら
乖
離
し
て

仕
舞
う
為
、
詳
細
は
記
述
し
な
い
も
の
の
、
此
処
で
、
人
間
の
念
に
依
る

不
可
視
で
在
る
能
力
の
存
在
が
、
新
聞
報
道
と
云
う
当
時
の
メ
デ
ィ
ア
の

力
を
通
し
て
、
人
々
に
共
有
さ
れ
た
事
が
重
要
で
在
っ
た
と
考
え
る
。

　

此
の
念
写
と
云
う
モ
テ
ィ
ー
フ
を
、
現
代
の
技
術
と
複
合
さ
せ
た
怪
異

こ
そ
が
、『
リ
ン
グ
』
に
於
け
る
“
呪
い
の
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
”
で
在
る
。

是
は
井
戸
に
落
と
さ
れ
た
貞
子
の
怨
念
が
念
写
に
依
っ
て
焼
き
付
け
ら

れ
、
見
た
者
を
七
日
後
に
死
へ
誘
う
と
云
う
も
の
し
て
設
定
さ
れ
た
。

　

此
の
『
リ
ン
グ
』
シ
リ
ー
ズ
が
先
行
し
て
、
流
行
し
た
事
か
ら
も
二
〇

〇
〇
年
前
後
の
日
本
に
於
い
て
は
、
霊
が
科
学
的
な
発
明
品
と
共
鳴
し
、

其
の
中
に
怨
念
を
残
す
形
で
、
人
々
に
怪
異
を
提
供
し
て
行
く
と
云
う
モ

テ
ィ
ー
フ
は
、
一
定
数
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
居
た
と
捉
え
て
良
い
の
で
は

無
い
だ
ろ
う
か
。

　

此
の
事
に
対
し
て
、
鷲
谷
花（

（2
（

は
「
怪
談
」
が
正
統
的
な
価
値
を
獲
得
す

る
た
め
の
重
要
な
条
件
の
ひ
と
つ
は
《
実
話
性
》
で
在
る
と
し
た
上
で
、

近
代
日
本
文
学
史
に
於
け
る
、
優
れ
た
「
怪
談
」
の
書
き
手
の
一
人
で
在

る
岡
本
綺
堂
の
意
見
を
加
味
し
た
上
で
怪
談
の
恐
怖
に
つ
い
て
述
べ
て
居

る
。

　
　
「
怪
談
」
が
受
け
手
の
う
ち
に
喚
起
す
る
《
恐
怖
》
の
効
果
は
、

超
常
的
な
存
在
や
怪
異
を
描
き
出
す
奔
放
な
空
想
力
の
み
な
ら
ず
、

《
実
話
性
》
に
よ
っ
て
も
支
え
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　　

詰
ま
り
、
其
の
怪
異
や
霊
に
対
す
る
考
え
方
・
感
じ
方
は
、
一
創
作
物

の
中
だ
け
の
設
定
で
は
無
く
、
現
代
の
人
々
の
怪
異
や
霊
に
対
す
る
態
度

と
一
定
の
共
通
す
る
部
分
が
在
る
と
捉
え
て
良
い
の
で
は
無
い
か
。
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（
三
）
携
帯
電
話
と
繋
が
り

　

本
項
で
は
、
前
述
し
て
来
た
怪
異
や
霊
に
対
す
る
設
定
や
考
え
方
を
前

提
と
し
た
上
で
、
携
帯
電
話
の
繋
が
る
と
云
う
側
面
と
、
怪
異
の
流
入
と

云
う
側
面
に
つ
い
て
論
じ
て
行
く
。

　

そ
も
そ
も
、
携
帯
電
話
は
他
者
と
他
者
を
繋
ぐ
ツ
ー
ル
の
一
つ
で
在

る
。
携
帯
電
話
に
関
し
て
云
え
ば
、
今
や
殆
ど
の
人
々
が
所
持
し
て
居
る

も
の
で
在
り
、
現
在
の
其
の
事
情
を
、
武
田
徹（

（2
（

は
「
持
ち
運
び
可
能
な
個

室
電
話
」
と
す
ら
称
し
た
。

　

ま
た
、『
着
信
ア
リ
』
本
文
中
で
も
冒
頭
で
女
子
大
生
が
以
下
の
様
に

述
べ
て
居
る（

（3
（

。

　
　

気
づ
く
と
、
携
帯
電
話
を
手
に
し
て
し
ま
う
の
は
、
自
分
た
ち
の

世
代
の
習
癖
だ
と
思
う
。

　

一
人
暮
ら
し
の
こ
の
部
屋
に
、
電
話
は
引
い
て
い
な
い
。

　

里
奈
と
世
間
を
繋
い
で
い
る
の
は
、
こ
の
小
さ
な
ツ
ー
ル
だ
け

だ
っ
た
。

　　

余
談
と
成
る
も
の
の
、
発
表
者
が
携
帯
電
話
と
同
じ
く
現
代
社
会
の
象

徴
の
一
つ
と
考
え
て
居
る
の
が
一
人
暮
ら
し
で
在
る
。

　

一
人
暮
ら
し
で
固
定
電
話
を
引
い
て
居
な
い
例
は
多
く
聞
く
。
一
方
、

携
帯
電
話
と
成
る
と
、
電
話
や
メ
ー
ル
と
云
っ
た
基
本
的
な
連
絡
ツ
ー
ル

と
し
て
使
用
さ
れ
る
以
外
に
も
、
時
計
や
ア
ラ
ー
ム
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

帳
、
様
々
な
店
の
メ
ン
バ
ー
ズ
登
録
等
、
一
個
人
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
情

報
が
多
く
保
存
さ
れ
て
居
る
機
器
で
も
在
る
。

　

併
せ
て
、
携
帯
電
話
は
固
定
電
話
に
比
べ
て
遙
か
に
個
人
と
の
関
わ
り

が
深
く
、
自
己
証
明
の
手
段
の
一
つ
で
在
る
と
も
云
え
る
だ
ろ
う
。

　

嘗
て
、
純
粋
に
連
絡
手
段
で
在
っ
た
携
帯
電
話
は
、
現
在
に
於
い
て
は

他
者
と
繋
が
る
為
の
最
重
要
機
器
と
も
云
え
る
変
化
を
遂
げ
つ
つ
在
る
。

特
に
若
年
層
に
顕
著
で
在
る
の
は
、
携
帯
電
話
が
無
い
と
他
者
に
対
す
る

多
く
の
連
絡
手
段
を
失
う
事
や
、
携
帯
電
話
内
に
収
め
ら
れ
て
居
る
電
話

帳
・
ｌ
ｉ
ｎ
ｅ
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
だ
け
で
繋
が
っ
た
人
々
が
増
加
し
つ
つ
在
る
と

云
う
点
で
は
無
い
だ
ろ
う
か
。
詰
ま
り
、
他
者
と
繋
が
る
為
に
は
携
帯
電

話
の
存
在
の
比
重
が
大
き
く
成
っ
て
居
る
と
云
う
事
で
在
る
。

　

其
の
上
で
、『
着
信
ア
リ
』
シ
リ
ー
ズ
で
は
、
其
の
個
人
の
表
象
と
も

云
え
る
携
帯
電
話
が
怪
異
の
媒
体
と
し
て
扱
わ
れ
、
怪
異
や
霊
す
ら
も
繋

が
っ
て
仕
舞
う
と
云
う
恐
怖
を
演
出
す
る
一
方
で
、
其
の
“
死
の
予
告
”

を
他
者
に
押
し
付
け
る
と
云
う
繋
が
り
を
断
ち
切
る
原
因
と
し
て
も
描
か

れ
て
居
る
。

　

川
村
湊（

（3
（

は
、「
人
の
輪
、
人
の
鎖
が
途
切
れ
た
り
、
欠
け
た
り
し
な
が

ら
つ
な
が
っ
て
ゆ
く
こ
と
が
、
こ
れ
ら
の
三
部
作
の
も
う
一
つ
の
隠
さ
れ
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た
テ
ー
マ
だ
か
ら
で
あ
る
。」
と
『
リ
ン
グ
』
シ
リ
ー
ズ
に
つ
い
て
論
じ

て
居
る
が
、『
リ
ン
グ
』
流
行
の
流
れ
の
中
で
現
代
の
日
本
に
発
表
さ
れ

た
『
着
信
ア
リ
』
も
同
一
の
、
或
い
は
近
接
し
た
テ
ー
マ
を
有
し
て
居
る

の
で
は
無
い
か
と
考
察
さ
れ
る
。

　

特
に
此
の
他
者
と
繋
が
る
事
・
途
切
れ
る
事
は
、
先
述
し
た
よ
う
に
携

帯
電
話
自
体
の
現
状
を
示
し
、
ま
た
、
怪
異
を
切
欠
と
し
て
自
分
の
意
志

で
誰
か
と
の
繋
が
り
を
切
り
捨
て
る
と
云
う
テ
ー
マ
も
内
包
し
て
居
る
と

考
え
ら
れ
る
。

　

故
に
、
携
帯
電
話
の
怪
異
は
繋
が
る
事
の
恐
怖
と
、
途
切
れ
る
（
途
切

れ
さ
せ
る
）
事
の
恐
怖
を
根
底
に
於
い
て
、“
死
の
予
告
”
に
関
す
る
根

源
的
な
怖
れ
と
共
謀
す
る
形
に
成
っ
た
の
で
は
無
い
だ
ろ
う
か
。

　

四
、
総
括

　

本
論
文
で
は
、『
着
信
ア
リ
』
シ
リ
ー
ズ
を
題
材
と
し
て
、
現
代
に
於

け
る
怪
異
の
表
象
に
関
し
て
考
察
を
進
め
た
。
携
帯
電
話
と
怪
異
の
表
象

と
云
う
題
材
に
関
し
て
は
、
未
だ
考
察
さ
れ
て
居
な
い
の
で
は
無
い
だ
ろ

う
か
と
云
う
点
が
在
っ
た
か
ら
で
在
る
。

　

問
題
の
所
在
で
前
述
し
た
髙
岡
は
、
映
画
『
リ
ン
グ
』
シ
リ
ー
ズ
を
取

り
上
げ
、
其
の
呪
い
が
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
を
通
し
て
増
殖
・
感
染
し
て
行
く

点
に
注
目
し
、
従
来
の
其
の
場
所
に
訪
れ
た
か
ら
呪
わ
れ
る
と
云
う
よ
う

な
、
場
所
性
の
怪
異
と
異
な
る
も
の
が
現
代
に
現
れ
て
居
る
事
を
指
摘
し

た
。

　

更
に
、
鈴
木
潤（

（3
（

は
、『
邪
願
霊
』『
リ
ン
グ
』
を
題
材
と
し
て
、
レ
ン
タ

ル
ビ
デ
オ
と
云
う
ア
ン
ダ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
的
な
要
素
と
其
の
シ
ス
テ
ム
や

ビ
デ
オ
テ
ー
プ
の
特
性
と
併
せ
て
、
ホ
ラ
ー
ブ
ー
ム
と
Ｊ
ホ
ラ
ー
の
連
続

性
を
論
じ
た
。
以
上
の
様
に
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
を
媒
体
と
し
た
怪
異
の
流
布

や
感
染
に
関
し
て
は
、
研
究
が
進
め
ら
れ
つ
つ
在
る
。

　

反
面
、
携
帯
電
話
と
怪
異
に
関
す
る
研
究
は
、
発
表
者
が
捜
し
た
処
余

り
着
手
さ
れ
て
居
な
い
よ
う
で
在
る
。

　

総
務
省（

（3
（

の
東
海
総
合
通
信
局
で
は
、
移
動
体
通
信
（
携
帯
電
話
・
Ｐ
Ｈ

Ｓ
）
の
年
度
別
人
口
普
及
率
と
契
約
数
の
推
移
、
携
帯
電
話
所
持
者
は
該

当
管
内
に
於
い
て
、『
着
信
ア
リ
』
発
売
当
初
の
二
〇
〇
三
年
度
末
に
は

六
八
・
五
％
、
昨
年
度
末
で
在
る
二
〇
一
四
年
に
は
一
〇
四
・
五
％
と
し

て
公
開
さ
れ
て
い
る
。
其
の
事
実
か
ら
見
て
も
、
携
帯
電
話
程
、
現
代
の

人
々
に
密
着
し
た
個
人
メ
デ
ィ
ア
は
他
に
無
い
と
云
え
る
だ
ろ
う
。
近
年

に
至
っ
て
は
、
一
〇
〇
％
以
上
、
詰
ま
り
複
数
台
所
持
し
て
居
る
と
云
う

現
状
も
見
て
取
れ
る
。

　

前
述
し
た
よ
う
に
、
携
帯
電
話
の
普
及
率
の
高
さ
を
前
提
と
し
た
上

で
、
本
論
文
で
は
、
携
帯
電
話
と
云
う
現
代
の
於
い
て
必
要
不
可
欠
な
連
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絡
ツ
ー
ル
が
怪
異
の
入
り
口
と
し
て
表
象
さ
れ
た
『
着
信
ア
リ
』
シ
リ
ー

ズ
を
考
察
し
た
。
少
な
く
と
も
、『
着
信
ア
リ
』
シ
リ
ー
ズ
が
メ
デ
ィ
ア

ミ
ッ
ク
ス
を
経
て
、
多
く
の
人
々
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
様
子
を
見
る
限

り
、
本
文
中
に
記
さ
れ
た
怪
異
と
其
の
表
象
は
、
人
々
に
と
っ
て
面
白
さ

や
恐
怖
と
云
っ
た
興
味
関
心
を
引
く
も
の
で
在
っ
た
と
仮
定
さ
れ
る
。

　

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
怪
談
や
ホ
ラ
ー
の
受
容
に
は
一
定
の
実
話
性

や
、
其
れ
に
近
接
し
た
信
じ
た
く
成
る
要
素
が
必
要
で
在
る
と
さ
れ
る
。

詰
ま
り
、
或
る
程
度
流
行
し
た
作
品
の
表
出
す
る
怪
異
は
、
其
の
創
作
物

の
中
の
み
に
留
ま
る
も
の
で
は
無
く
、
現
代
の
人
々
の
恐
怖
の
一
端
を
表

出
し
た
も
の
で
在
る
と
仮
定
す
る
事
が
出
来
る
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、
現
代
に
於
け
る
怪
異
の
表
象
は
、
怪
談
や
ホ
ラ
ー
と
云
っ
た
作

品
群
や
噂
話
を
通
し
て
、
世
間
に
浸
透
し
て
居
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

其
処
で
、
特
に
人
々
の
関
心
を
そ
そ
る
も
の
が
、
携
帯
電
話
を
始
め
と
し

た
身
近
な
電
子
機
器
（
カ
ー
ナ
ビ
等
）
に
、
死
者
が
現
れ
る
事
だ
と
考
察

さ
れ
る
。
様
々
な
都
市
伝
説
や
『
リ
ン
グ
』『
着
信
ア
リ
』
に
共
通
し
て

云
え
る
の
は
、
死
者
或
い
は
霊
が
電
波
等
の
媒
体
を
通
じ
て
電
子
機
器
に

宿
り
、
其
の
持
ち
主
を
無
差
別
に
死
に
至
ら
し
め
る
と
云
う
点
で
在
る
。

　

詰
ま
り
、
現
代
に
於
け
る
怪
異
は
、
目
に
見
え
な
い
電
波
に
近
い
も
の

と
考
え
ら
れ
、
其
の
表
出
に
際
し
電
子
機
器
に
宿
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て

居
る
の
で
は
無
い
か
と
云
う
仮
説
が
立
つ
。

　

念
や
怨
念
と
云
う
生
死
を
問
わ
ず
人
の
感
情
の
不
可
視
の
力
に
つ
い
て

は
、
前
述
し
た
よ
う
に
明
治
時
代
か
ら
、
様
々
な
指
摘
が
さ
れ
、
併
せ
て

否
定
さ
れ
て
来
た
と
云
う
歴
史
が
在
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
流
れ
の
中
で
、
現
代
日
本
人
は
、
科
学
的
思
考
に
準
拠

し
た
考
え
方
を
踏
襲
す
る
一
方
で
、
未
だ
科
学
の
力
で
は
解
明
出
来
な
い

何
か
の
存
在
と
影
響
力
を
怪
異
と
し
て
捉
え
て
居
る
の
で
は
無
い
だ
ろ
う

か
。
勿
論
、
総
て
の
怪
異
の
表
象
が
そ
う
で
在
る
と
云
う
の
で
は
無
く
、

現
代
の
「
メ
デ
ィ
ア
系
」
怪
異
の
表
象
の
根
本
に
在
る
の
が
、
其
の
思
想

な
の
で
は
無
い
か
と
考
察
し
て
居
る
。

　
「
メ
デ
ィ
ア
系
」「
非
・
場
所
性
の
怪
異
」
は
、
怪
異
や
霊
を
電
磁
波
の

よ
う
な
不
可
視
の
存
在
と
し
て
捉
え
る
事
、
そ
し
て
其
の
存
在
は
、
普
段

認
識
し
て
居
な
い
だ
け
で
身
近
に
在
る
と
云
う
事
を
前
提
と
し
て
語
ら
れ

て
い
る
。
其
れ
は
、
是
迄
の
考
察
か
ら
も
現
代
日
本
人
の
恐
怖
の
対
象
と

云
う
、
一
つ
の
宗
教
性
が
世
俗
の
中
に
表
現
さ
れ
て
居
る
と
云
え
る
の
で

は
無
い
だ
ろ
う
か
。

　

従
来
の
理
解
出
来
な
い
存
在
に
対
す
る
恐
怖
（
例
え
ば
“
死
の
予
告
”

や
非
科
学
的
な
事
象
に
対
す
る
忌
避
感
）
だ
け
で
無
く
、
繋
が
る
事
・
途

切
れ
る
事
と
云
っ
た
別
の
側
面
の
恐
怖
も
、
現
代
日
本
に
は
共
有
さ
れ
て

居
る
事
が
予
想
さ
れ
る
。

　

今
後
も
、
別
の
視
点
か
ら
携
帯
電
話
を
一
つ
の
怪
異
の
表
象
の
場
と
し
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て
考
察
を
進
め
て
行
き
た
い
。

　　
註（1

）
二
〇
〇
三
年
原
作
小
説
発
行
か
ら
、
二
〇
一
五
の
パ
チ
ン
コ
台
導
入
に
至
る
展
開

を
見
せ
る

（
2
）
異
種
メ
デ
ィ
ア
を
組
み
合
わ
せ
る
事

（
3
）
髙
岡
弘
幸
「
幽
霊
の
変
容
・
都
市
の
変
貌　

民
俗
学
的
近
・
現
代
研
究
に
向
け
て

の
試
論
」（『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告　

第
一
三
二
集
［
共
同
研
究
］
民

俗
学
に
お
け
る
現
代
文
化
研
究
』
二
〇
〇
六
）

（
4
）
髙
岡
弘
幸
「
ケ
ー
タ
イ
す
る
異
界　

怪
異
譚
の
現
在
」（『
日
本
人
の
異
界
観
』
二

〇
〇
六
）

（
5
）
秋
元
康
『
着
信
ア
リ
』
角
川
書
店
、
二
〇
〇
三

	

秋
元
康
『
着
信
ア
リ 

2
』
角
川
書
店
、
二
〇
〇
四

	

秋
元
康
『
着
信
ア
リ Final

』
角
川
書
店
、
二
〇
〇
六

（
6
）
東
京
ジ
ョ
イ
ポ
リ
ス
に
て
公
開

（
7
）	

藤
商
事
Ｃ
Ｒ
着
信
ア
リ　

http://w
w

w
.fujim

arukun.co.jp/products/m
achine/

chakushin/sp/index.php

（
8
）
秋
元　

二
〇
〇
四　

五
三
頁

（
9
）
秋
元　

二
〇
〇
四　

一
六
〇
～
一
六
二
頁

（
10
）
秋
元　

二
〇
〇
四　

一
九
八
・
一
九
九
頁

（
11
）
秋
元　

二
〇
〇
三　

六
頁

（
12
）
秋
元　

二
〇
〇
三　

三
三
頁

（
13
）
西
口
徹
編
『K

A
W

A
D

E

夢
ム
ッ
ク
文
藝
別
冊
［
総
集
編
］
最
強
ホ
ラ
ー
・
ナ
ビ

二
〇
〇
〇
【
日
本
篇
】
河
出
書
房
新
書
、
二
〇
〇
〇

（
14
）
西
口　

一
五
八
頁

（
15
）
秋
元　

二
〇
〇
三　

七
四
頁

（
16
）
秋
元　

二
〇
〇
六　

一
二
六
頁

（
17
）
秋
元　

二
〇
〇
六　

一
一
八
頁

（
18
）
岡
田
朋
之
・
松
田
美
佐
編
『
ケ
ー
タ
イ
社
会
論
』
有
斐
閣
、
二
〇
一
二

（
19
）
秋
元　

二
〇
〇
三　

五
頁

（
20
）
秋
元　

二
〇
〇
四　

四
一
頁

（
21
）
秋
元　

二
〇
〇
三　

一
五
四
頁

（
22
）
秋
元　

二
〇
〇
四　

三
六
頁

（
23
）
秋
元　

二
〇
〇
四　

三
六
・
三
七
頁

（
24
）
秋
元　

二
〇
〇
四　

一
一
二
頁

（
25
）	

新
井
満
Ｈ
Ｐ
「
マ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
通
信
」　http://w

w
w

.tw
in.ne.jp/~m

_
nacht/index.htm

l

（
26
）
鈴
木
光
司
『
リ
ン
グ
』
角
川
書
店
、
一
九
九
一　

を
始
め
と
し
た
続
編
『
ら
せ

ん
』『
ル
ー
プ
』『
エ
ス
』『
タ
イ
ド
』、
外
伝
作
品
『
バ
ー
ス
デ
イ
』
を
原
作
と
し

た
複
数
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
、
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
、
映
画
、
漫
画
、
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
の

総
称

（
27
）
和
達
清
夫
「
念
写
夫
人
─
丸
亀
千
里
眼
実
験
顛
末
─
」（『
心　

三
月
号
』
一
九
七

三
）

（
28
）
鷲
谷
花
「『
リ
ン
グ
』
三
部
作
と
女
た
ち
の
メ
デ
ィ
ア
空
間　

怪
物
化
す
る

「
女
」、
無
垢
の
「
父
」」（『
日
本
映
画
史
叢
書
⑧　

怪
奇
と
幻
想
へ
の
回
路
─
怪

談
か
らJ

ホ
ラ
ー
へ
』
二
〇
〇
八
）

（
29
）
武
田
徹
『
若
者
は
な
ぜ
「
繋
が
り
」
た
が
る
の
か　

ケ
ー
タ
イ
世
代
の
行
方
』
Ｐ

Ｈ
Ｐ
研
究
所
、
二
〇
〇
二　

一
五
～
一
八
頁

（
30
）
秋
元　

二
〇
〇
三　

四
頁

（
31
）
川
村
湊
『
異
端
の
匣
─
幻
想
・
ホ
ラ
ー
・
ミ
ス
テ
リ
ー
文
学
論
集
』
イ
ン
パ
ク
ト

出
版
会
、
二
〇
一
〇　

三
〇
八
頁

（
32
）
鈴
木
潤
「
レ
ン
タ
ル
ビ
デ
オ
市
場
に
お
け
る
ホ
ラ
ー
ブ
ー
ム
とJ

ホ
ラ
ー
の
連
続

性
─
『
邪
願
霊
』
か
ら
『
リ
ン
グ
』
へ
─
」（『
二
松
学
舎
大
学
人
文
論
叢
第
九
四
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輯
』
二
〇
一
五
）

（
33
）
総
務
省
Ｈ
Ｐ

	
http://w

w
w

.soum
u.go.jp/soutsu/tokai/tool/tokeisiryo/idoutai_

nenbetu.htm
l


